
上村 洗

§2.5 Hubbardモデルによるスピン帯磁率

§2.6 Hubbard模型の不純物帯-の応用

第 3章 Anderson転移

§3.1 Anderson局在状態とAnderson転移

§3･2 Minimum MetallicConductivity

§3･3 Variablerangehopping

第 4章 1次元金属における金属 ･非金属転移

§4.1 1次元金属性物質

§4.2 パイエ/レス転移

§4.3 1次元系における巨大Kohn異常

(文責 君田光延 )

構造相転移の動的機構 - 実験家から

みたその研究のいままでとこれから

講師 名大･工 ･応物 八 田 一 郎

ここで言う構造相転移とは広い意味でのものであり,強誘電相転移,反強誘電相転移,

ヤン･テラー相転移,狭義の構造相転移,二元合金の秩序 ･無秩序相転移など,およそ

原子の変位を伴 う相転移全体を含めている｡

講義はまず,構造相転移であらわれるソフト･モー ドの不安定化,あるいは秩序 ･無

秩序パラメータの臨界緩和を, Thomasの考え方にしたがって説明することから始めら

れた｡

系をN個の振動子系と考える｡ 各振動子は孤立 している坂合にdynamicsusceptibility

xs(Q')を持つとするo振動子陶に相互作用Vを考えると,系全体のdynamicsusceptibmty

I(a))は,

I(a)) -
N xs(W)

卜 vxs(Q')
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で与えられる｡変位型,秩序 ･無秩序型のばあい,各振動子はそれぞれ共鳴型,緩和型

の振動子としてふるまうから･それに応 じた xs(a') の形を用いることにより･変位型

ではソフトモー ド周波数 Q'Zが,また秩序 ･無秩序型では臨界緩和周波数 Tが･転移点

で0になることが導かれる｡二つの場合の実例としてSrTiO3,NaN02についての実

験例がそれぞれ示された｡

講義の後半では,構造相転移の動的機構の研究における問題点について説明がなされ

た｡ その項目を列挙すると,

A.構造相転移の型 (簡単なばあい )

B.ソフト･モー ドの減衰定数の大きいばあいの構造相転移の型

C･ソフト･モー ドの減衰定数

D.セントラル ･ピーク

E. Ising変数系の臨界緩和

このような内容について,いろいろな物質での実験データを豊富に紹介しながら説明が

行なわれた｡ また特に,セントラル･ピークに関しては,その発見から現在にいたるま

での過程が年代順にくわしく述べられた｡ (文責 江間健司 )

液 体 の 転 位 論

講師 東大 ･理 鈴 木 秀 次

§1.序

液体状態を "高密度な転位の入った状態''とする考えについて,お話しされた｡ 結晶

は融解によって1070以下の体積増加をするだけであるから,原子間距離で3%増加す

るだけである｡従って,原子間相互作用もほとんど変らないはずであり,構成原子の相

対並進運動は結晶中で可能な運動と同じであると考えられる｡ そこで,液体の流動を転

位の運動として考えることができる｡高密度の転位は,平衡状態で安定に存在し得る場

合があるので,液体は高密度の転位を平衡状態で含んだ結晶であり,液体を特性づける

原子の熱運動は,転位の運動によって記述されるという考えは極めて自然である｡
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